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こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
謹
ん
で

お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

と
幼
稚
園
の
再
開
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
23
年
４
月

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

会　

長　

香
川　
　

敬

㈶
全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構

理
事
長　

田
中　

雅
道
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東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
約
２

か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
に
よ

る
死
亡
者
・
行
方
不
明
者
数
は
、
死
者
１

４
８
１
７
名
、
行
方
不
明
者
１
０
１
７
１

名
（
５
月
５
日
消
防
庁
・
警
察
庁
公
表
資

料
）。こ

の
度
の
地
震
に
よ
り
多
く
の
都
道
県

の
私
立
幼
稚
園
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
大
津
波
に
よ
り
滅
失
し
た

私
立
幼
稚
園
も
多
数
あ
り
ま
す
。
被
災
地

の
私
立
幼
稚
園
で
は
早
期
復
旧
に
む
け
て

懸
命
に
努
力
し
て
い
る
園
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
復
興
の
目
途
の
立
た
な
い
私

立
幼
稚
園
も
あ
り
ま
す
。
特
に
被
害
の
大

き
い
地
域
で
は
、
設
置
者
・
園
長
、
教
職

員
、
園
児
、
保
護
者
の
安
否
確
認
も
未
だ

ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

全
日
私
幼
連
、㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
、

全
日
私
幼
Ｐ
連
で
は
、
被
災
地
の
幼
児
教

政
府
の
本
格
的
な
財
政
援
助
も
始
ま
る
が
、
被
害
甚
大

政
府
の
本
格
的
な
財
政
援
助
も
始
ま
る
が
、
被
害
甚
大

復
興
、
原
発
な
ど
現
実
問
題
は
こ
れ
か
ら

復
興
、
原
発
な
ど
現
実
問
題
は
こ
れ
か
ら

育
の
一
日
も
早
い
復
旧
の
た
め
、
政
府
へ

の
要
望
、
義
捐
金
活
動
に
特
に
力
を
入
れ

て
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
本
号
で
は

先
月
号
に
引
き
続
き
東
日
本
大
震
災
の
被

害
状
況
等
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

私
立
幼
稚
園
に
空
前
の
被
害

東
日
本
大
震
災
②

地
震
の
概
要
②

（
４
月
６
日
以
前
の
内
容
は
前
号
に
掲
載
）

【
１-

11
】
地
震
情
報
（
平
成
23
年
４
月
７

日
23
時
46
分
気
象
庁
発
表
）

●
発
生
日
時
：
平
成
23
年
４
月
７
日
（
木
）

23
時
32
分
頃

●
震
源
：
宮
城
県
沖
深
さ
約
40
㎞（
速
報
値
）

●
地
震
規
模
：
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.4
（
速

報
値
）

【
１-

12
】
地
震
情
報
（
平
成
23
年
４
月
11

日
18
時
25
分
気
象
庁
発
表
）

●
発
生
日
時
：
平
成
23
年
４
月
11
日
（
月
）

17
時
16
分
頃

●
震
源
：
福
島
県
浜
通
り
深
さ
６
㎞
（
暫

定
値
）

●
地
震
規
模
：
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.0
（
暫

定
値
）

【
１-

13
】
地
震
情
報
（
平
成
23
年
４
月
12

日
15
時
22
分
気
象
庁
発
表
）

●
発
生
日
時
：
平
成
23
年
４
月
12
日
（
火
）

14
時
07
分
頃

●
震
源
：
福
島
県
浜
通
り
深
さ
約
10
㎞（
速

（文部科学省・報道発表）

特集②

▶
４
月
10
日
撮
影
（
宮
城
県
・
石
巻
市
）
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報
値
）

●
地
震
規
模
：
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.3
（
速

報
値
）

【
１-

14
】
地
震
情
報
（
平
成
23
年
４
月
16

日
13
時
15
分
気
象
庁
発
表
）

●
発
生
日
時
：
平
成
23
年
４
月
16
日
（
土
）

11
時
19
分
頃

●
震
源
：
茨
城
県
南
部
深
さ
79
㎞（
暫
定
値
）

●
地
震
規
模
：
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5.9
（
暫

定
値
）

　
　
　
　
　
　

▼
関
係
企
業
等
へ
支
援

要
請
▼
現
地
視
察
日
程
調
整
▼
義
捐
金
の

一
部
を
岩
手
私
幼
、
宮
城
私
幼
、
福
島
私

幼
へ
送
金
▼
国
会
関
係
者
と
打
合
せ
▼
Ｈ

Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
私
学
事
業
団
熊
谷
融

資
部
長
、
谷
地
融
資
課
長
と
災
害
復
旧
融

資
等
相
談
▼
都
道
府
県
私
幼
団
体
へ
被
害

状
況
報
告
④
発
信
▼
文
科
省
等
へ
私
立
幼

稚
園
の
課
題
⑤
を
送
信
▼
被
災
し
た
16
都

道
県
団
体
へ
災
害
対
策
費
申
請
状
況
照
会

▼
文
科
省
森
田
私
学
助
成
課
長
と
相
談
▼

文
科
省
濵
谷
幼
児
教
育
課
長
と
相
談
▼
関

係
企
業
等
へ
支
援
要
請
▼
山
形
、
新
潟
、

福
島
私
幼
か
ら
被
害
状
況
報
告
▼
Ｈ
Ｐ
更

新
　
　
　
　
　
　

▼
要
望
書
案
を
検
討
▼

被
害
状
況
の
確
認
、
一
覧
表
作
成
▼
文
科

４
月
７
日
・
木

４
月
８
日
・
金

４
月
11
日
・
月

東日本大震災義捐金
引き続きご協力をお願いいたします

全日私幼連では東日本大震災の被害にあわれた子どもたち、保護者、幼稚園、
そして被災地のために義捐金活動を行なっております。

これまで皆さまからたくさんのご支援を賜わりましたことに対しまして心から御礼申しあげます。
被災者、被災園の復興に引き続き、皆さまから温かいご支援をよろしくお願い申しあげます。

募金方法等につきましては各都道府県私立幼稚園団体事務局へお問合せください。

災
害
対
策
本
部
事
務
日
誌

　
　
　
　
　
　

▼
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
と
相
談
▼
関
係
国
会
議
員
と
相

談
▼
文
科
省
等
へ
私
立
幼
稚
園
の
課
題
④

を
送
信
▼
宮
城
、
福
島
私
幼
か
ら
被
害
状

況
報
告
▼
Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
全
私
学
連
合
事
務
局

長
会
議
／
文
科
省
勝
野
私
学
行
政
課
長
か

ら
状
況
説
明
、
各
学
校
種
の
被
災
状
況
及

び
各
団
体
の
対
応
状
況
情
報
交
換
、
全
私

学
連
合
拡
大
代
表
者
会
議
の
開
催
等
検
討

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
速
報
発
出
／
幼
稚
園
就
園
奨
励

費
補
助
に
か
か
る
連
絡
文
書
▼
宮
城
私
幼

か
ら
被
害
状
況
報
告
▼
Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
災
害
対
策
本
部
会
議

⑦
／
呼
称
「
東
日
本
大
震
災
」、
与
党
文

４
月
１
日
・
金

４
月
４
日
・
月

４
月
５
日
・
火

科
部
門
会
議
、
私
学
振
興
推
進
議
連
へ
の

対
応
、
Ｈ
Ｐ
の
支
援
サ
イ
ト
、
現
地
視
察
、

災
害
対
策
費
の
早
期
執
行
、
義
捐
金
配
分

の
方
向
性
等
協
議
▼
宮
城
、
福
島
私
幼
か

ら
被
害
状
況
報
告
▼
平
成
23
年
度
全
日
私

幼
連
一
般
会
計
第
一
次
補
正
予
算
案
決
定

（
常
任
理
事
会
）
▼
Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
与
党
文
部
科
学
部
門

会
議
／
文
部
科
学
関
係
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
、
全
日
私
幼
連
と
し
て
私
立
幼
稚
園

被
害
状
況
説
明
と
要
望
▼
災
害
対
策
本
部

会
議
⑧
／
義
捐
金
の
仮
払
い
決
定
、
与
党

私
学
振
興
推
進
議
連
へ
の
対
応
、
Ｈ
Ｐ
支

援
サ
イ
ト
、
現
地
視
察
、
要
望
書
の
再
考

等
検
討
▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
速
報
発
出
／
私
立
幼
稚

園
緊
急
掲
示
板
の
活
用
▼
都
道
府
県
私
幼

団
体
へ
被
害
状
況
報
告
③
発
信
▼
宮
城
私

幼
か
ら
被
害
状
況
報
告
▼
Ｈ
Ｐ
更
新

４
月
６
日
・
水

▲４月 17日，宮城視察

▲４月 17日，福島視察
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省
夏
期
電
力
対
策
関
係
説
明
会
▼
全
私
学

連
合
事
務
局
長
会
議
／
与
党
私
学
議
連
へ

の
対
応
協
議
、
情
報
交
換
▼
文
科
省
へ
被

害
状
況
26
報
送
信
▼
宮
城
私
幼
か
ら
被
害

状
況
報
告
▼
Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
速
報
発
出
／

文
科
省
文
書
、
被
災
し
た
幼
児
児
童
生
徒

の
私
立
学
校
に
お
け
る
就
学
機
会
の
確
保

等
３
点
▼
文
科
省
等
へ
私
立
幼
稚
園
の
課

題
⑥
を
送
信
▼
都
道
府
県
私
幼
団
体
へ
被

４
月
12
日
・
火

害
状
況
報
告
⑤
発
信
▼
与
党
私
学
議
連
総

会
／
全
私
学
連
合
、
全
専
各
連
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
、
全
日
私
幼
連
と
し
て
被
災
状
況

報
告
と
要
望
▼
Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
災
害
対
策
本
部
会
議

⑨
／
要
望
書
の
調
整
、
震
災
Ｑ
＆
Ａ
、
現

地
視
察
、
義
捐
金
配
分
の
方
向
性
な
ど
検

討
▼
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、

総
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
防
災
担
当

大
臣
、
民
主
党
幹
事
長
へ
要
望
書
提
出
▼

４
月
13
日
・
水

関
係
国
会
議
員
と
打
合
せ
▼
文
科
省
勝
野

行
政
課
長
と
打
合
せ
▼
文
科
省
へ
被
害
状

況
27
報
送
信
▼
Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
財
務
大
臣
へ
要
望
書

提
出
▼
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
理
事
長
、
日
本
私
立
学
校
振

興
・
共
済
事
業
団
理
事
長
へ
要
望
書
提
出

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
速
報
発
出
／
文
科
省
文
書
、
私

立
学
校
法
規
定
の
留
意
点
▼
文
科
省
河
村

私
学
部
長
、
私
学
行
政
課
、
私
学
助
成
課
、

４
月
14
日
・
木

私
学
共
済
室
、
幼
児
教
育
課
と

打
合
せ
▼
Ｊ
Ｋ
保
険
打
合
せ
▼

Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
関
係
企
業

等
へ
支
援
要
請
▼
文
科
省
濵
谷

幼
児
教
育
課
長
と
打
合
せ
▼
私

学
事
業
団
高
橋
審
議
役
と
打
合

せ
▼
Ｊ
Ｋ
保
険
打
合
せ
▼
団
体

長
、
常
任
理
事
、
理
事
等
へ
全

日
私
幼
連
活
動
報
告
を
発
信
▼

文
科
省
戸
松
私
学
共
済
室
長
と

打
合
せ
▼
Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
現
地
視
察

準
備
▼
情
報
収
集

　
　
　
　
　
　

▼
宮
城
、
福

島
現
地
視
察
（
香
川
会
長
、
尾

上
副
会
長
、
白
石
事
務
局
員
）

　
　
　
　
　
　

▼
災
害
対
策

４
月
15
日
・
金

４
月
16
日
・
土

４
月
17
日
・
日

４
月
18
日
・
月

本
部
会
議
⑩
／
宮
城
、
福
島
現
地
視
察
報

告
、
現
地
か
ら
の
要
望
・
要
請
、
Ｊ
Ｋ
保

険
の
対
応
、
被
害
状
況
の
情
報
提
供
、
義

捐
金
配
分
案
、
今
後
の
現
地
視
察
予
定
、

各
方
面
に
対
す
る
要
望
内
容
等
の
確
認
▼

全
私
学
連
合
事
務
局
長
会
議
／
各
団
体
の

対
応
状
況
等
情
報
交
換
、
今
後
の
対
応
・

要
望
の
方
向
性
検
討
▼
文
科
省
濵
谷
幼
児

教
育
課
長
と
打
合
せ
▼
緊
急
要
望
書
案
作

成
▼
現
地
視
察
日
程
調
整
▼
福
島
私
幼
へ

飲
料
水
の
送
付
手
配
▼
Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
岩
手
現
地
視
察
（
香

川
会
長
、
中
浦
総
務
委
員
長
、
白
石
事
務

局
員
）
▼
Ｊ
Ｋ
保
険
連
絡
文
書
発
信
▼
現

地
視
察
日
程
調
整
▼
文
科
省
記
者
会
見
／

福
島
県
内
の
校
舎
、
校
庭
等
の
利
用
判
断

（
放
射
線
）
▼
文
部
科
学
大
臣
、
同
副
大

臣
へ
福
島
私
幼
か
ら
の
緊
急
要
望
書
提
出

　
　
　
　
　
　

▼
文
科
省
私
学
行
政
課

と
打
合
せ
▼
現
地
視
察
日
程
調
整
▼
山
口

顧
問
公
認
会
計
士
打
合
せ
▼
関
係
国
会
議

員
と
打
合
せ
▼
Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
茨
城
、
栃
木
現
地
視

察
（
香
川
会
長
、
尾
上
副
会
長
、
勝
倉
総

務
課
長
）
▼
私
幼
28
報
を
文
科
省
へ
送
信

▼
関
係
企
業
等
へ
支
援
要
請
▼
関
係
国
会

議
員
と
打
合
せ
▼
文
科
省
濵
谷
幼
児
教
育

課
長
打
合
せ
▼
文
科
省
安
彦
幼
児
教
育
課

４
月
19
日
・
火

４
月
20
日
・
水

４
月
21
日
・
木
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課
長
補
佐
打
合
せ

　
　
　
　
　
　

▼
政
府
第
一
次
補
正
予

算
案
閣
議
決
定
▼
全
私
学
連
合
事
務
局
長

会
議
／
文
科
省
森
田
私
学
助
成
課
長
よ
り

第
一
次
補
正
予
算
案
の
説
明
▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
速

報
発
出
／
第
一
次
補
正
予
算
案
▼
被
害
状

況
⑥
を
発
出
▼
現
地
視
察
日
程
調
整
▼
文

科
省
濵
谷
幼
児
教
育
課
長
と
打
合
せ
▼
文

４
月
22
日
・
金

科
省
私
学
行
政
課
打
合
せ
▼
Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
災
害
対
策
本
部
会
議

⑪
／
現
地
視
察
報
告
、
政
府
第
一
次
補
正

予
算
案
、
現
地
か
ら
の
要
望
・
要
請
、
被

害
状
況
の
情
報
提
供
、
義
捐
金
配
分
案
、

今
後
の
現
地
視
察
予
定
、
特
別
声
明
案
▼

宮
城
現
地
視
察
（
文
科
省
濵
谷
幼
児
教
育

課
長
、
白
石
事
務
局
員
）
▼
千
葉
現
地
視

４
月
25
日
・
月

察
（
香
川
会
長
、
勝
倉
総
務
課
長
）
▼
全

日
私
幼
連
総
務
委
員
会
／
東
日
本
大
震
災

へ
の
対
応
状
況
報
告
（
災
害
対
策
本
部
、

災
害
対
策
委
員
会
、
災
害
費
、
義
捐
金
等
）

▼
文
科
省
私
学
行
政
課
と
福
島
原
発
対
応

等
打
合
せ
▼
私
学
事
業
団
、
仙
台
に
て
災

害
見
舞
金
等
の
現
地
受
付
▼
文
科
省
濵
谷

幼
児
教
育
課
長
と
打
合
せ
▼
Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
私
学
事
業
団
西
野
総

務
部
長
と
打
合
せ
▼
全
日
私
幼
連
監
査
会

／
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
状
況
報
告

（
災
害
対
策
本
部
、
災
害
対
策
委
員
会
、

災
害
費
、
義
捐
金
等
）
▼
森
喜
朗
全
日
私

幼
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
最
高
顧
問
へ
要
望
▼
河

村
建
夫
全
日
私
幼
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
へ

要
望
▼
文
科
省
伊
藤
企
画
官
と
打
合
せ
▼

文
科
省
濵
谷
幼
児
教
育
課
長
と
打
合
せ
▼

Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
福
島
現
地
視
察
（
文

科
省
濵
谷
幼
児
教
育
課
長
、
白
石
事
務
局

員
）、
被
災
園
視
察
、
団
体
長
等
と
情
報

交
換
▼
文
科
省
私
学
行
政
課
と
打
合
せ
／

福
島
第
一
原
発
事
故
関
連
▼
現
地
視
察
調

整
▼
Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
文
科
省
濵
谷
幼
児
教

育
課
長
と
打
合
せ
▼
私
学
事
業
団
西
野
総

務
部
長
と
打
合
せ
▼
全
私
学
連
合
代
表
者

会
議
／
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
協
議
▼

第
一
次
補
正
予
算
案
の
続
報
判
明
▼
Ｆ
Ａ

Ｘ
速
報
発
出
、
第
一
次
補
正
予
算
案
続
報

▼
現
地
視
察
調
整
▼
Ｈ
Ｐ
更
新

４
月
26
日
・
火

４
月
27
日
・
水

４
月
28
日
・
木

被
災
地
か
ら
の
要
望「
で
き
る
だ
け
対
応
」
会香
長川

全
日
私
幼
連
拡
大
災
害
対
策
本
部
会
議
開
く

５月２日
東京

５
月
２
日
、
東
京
・
私
学
会
館
に
お
い

て
拡
大
災
害
対
策
本
部
会
議
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
会
議
に
先
立
ち
、
こ
の
度
の
震

災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
て

黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

香
川
会
長
か
ら
、
被
災
地
視
察
の
際
に

は
各
県
に
お
い
て
ご
多
忙
の
中
対
応
い
た

だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
御
礼
が
述
べ
ら

れ
、
本
会
議
に
お
い
て
各
団
体
の
現
状
や

要
望
を
伺
い
、
全
日
私
幼
連
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
事
柄
に
で
き
る
だ
け
対
応
し
て
い

き
た
い
旨
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

■
行
政
報
告
：
文
科
省
の
濵
谷
幼
児
教
育

課
長
か
ら
資
料
を
も
と
に
文
科
省
と
し
て

の
対
応
状
況
、
福
島
原
発
事
故
関
連
の
対

応
状
況
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

■
議
題
１
：
被
災
地
団
体
か
ら
の
報
告
、

要
望
、
意
見
等

岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
茨
城

県
、
栃
木
県
、
千
葉
県
の
私
立
幼
稚
園

団
体
か
ら
各
県
の
被
害
状
況
報
告
や
新

た
な
要
望
・
要
請
に
つ
い
て
ご
発
言
い

た
だ
き
ま
し
た
。

■
議
題
２
：
義
捐
金
の
配
分
方
針
（
案
）

に
つ
い
て

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
全
日
私

幼
連
の
義
捐
金
の
配
分
に
つ
い
て
検
討

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
や

原
発
事
故
へ
の
今
後
の
対
応
方
針
に
つ

い
て
協
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

（
総
務
委
員
長
・
中
浦
正
音
）

全
日
私
幼
連
正
副
会
長
、
総
務
委
員
長

は
、
被
災
地
域
を
訪
問
し
、
甚
大
な
被
害

被
災
地
視
察
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●
３
月
14
日
／
内
閣
府
、
総
務

省
、
法
務
省
・
平
成
23
年
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
特
定

非
常
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き

措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
に
つ
い
て

●
３
月
14
日
／
文
科
省
・
平
成
23
年
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る
被
災
地
域

の
児
童
生
徒
等
の
就
学
機
会
の
確
保
等
に

つ
い
て
（
通
知
）

●
３
月
15
日
／
文
科
省
・
計
画
停
電
の
実

政
府

支
援
し
て
ほ
し
い
、
支
援
し
た
い

私
立
幼
稚
園
緊
急
掲
示
板
の
ご
活
用
を

全
日
私
幼
連
、㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
、

全
日
私
幼
Ｐ
連
は
「
私
立
幼
稚
園
緊
急
掲

示
板
」を
作
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

http://dengon.kodom
ogam

annaka.jp/

私
立
幼
稚
園
緊
急
掲
示
板
で
は
、

①
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
全
国
か
ら
、
被

災
地
の
方
々
、
子
ど
も
た
ち
へ
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
き
込
め
ま
す
。

②
情
報
を
求
む
／
「
○
○
先
生
と
連
絡

が
取
れ
た
」
な
ど
、
被
災
地
の
方
々
の

情
報
が
書
き
込
め
ま
す
。

③
被
災
地
へ
の
救
援
物
資
情
報
／
被
災

地
の
幼
稚
園
へ
「
○
○
○
」
を
送
り
た

い
（
支
援
提
案
）、
被
災
地
の
幼
稚
園

が
「
○
○
○
」
が
ほ
し
い
（
支
援
要
請
）

な
ど
、
被
災
地
の
幼
稚
園
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
情
報
が

書
き
込
め
ま
す
。

こ
の
掲
示
板
を
見
て
、
少
し
で
も
安

心
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
増
え
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
被
災
地
の

方
々
、
子
ど
も
た
ち
に
力
を
送
れ
る
よ

う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
「
私
立
幼

稚
園
緊
急
掲
示
板
」
を
ご
活
用
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

を
受
け
た
幼
稚
園
を
視
察
し
な
が
ら
、
被

災
地
の
団
体
長
等
か
ら
各
県
に
お
け
る
被

害
状
況
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

各
県
か
ら
の
要
望
と
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

香
川
会
長
か
ら
は
、
政
府
等
に
対
す
る

要
望
活
動
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
・
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
17
日（
日
）、

香
川
会
長
、
尾
上
副
会
長
、
白
石
事
務
局

員
は
宮
城
県
、
福
島
県
を
訪
問
。
宮
城
県

で
は
、
村
山
十
五
団
体
長
と
共
に
桜
木
花

園
幼
稚
園
（
多
賀
城
市
）、
閖
上
わ
か
ば

幼
稚
園
（
名
取
市
）
を
視
察
。
福
島
県
で

は
、
関
章
信
団
体
長
等
と
原
発
事
故
関
連

宮
城
県
・
福
島
県
視
察

へ
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
。

　
　
　
　
　

４
月
19
日
（
火
）、
香
川
会

長
、
中
浦
総
務
委
員
長
、
白
石
事
務
局
員

は
、
坂
本
洋
団
体
長
と
共
に
龍
澤
寺
幼
稚

園
（
一
関
市
）
を
視
察
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
21
日（
木
）、

香
川
会
長
、
尾
上
副
会
長
、
勝
倉
総
務
課

長
は
、
栃
木
県
、
茨
城
県
を
訪
問
。
栃
木

県
で
は
、
石
嶋
昇
団
体
長
と
共
に
太
陽
幼

稚
園（
宇
都
宮
市
）を
視
察
。茨
城
県
で
は
、

橋
本
幸
雄
団
体
長
等
と
共
に
少
友
幼
稚
園

（
水
戸
市
）、慈
母
幼
稚
園
（
潮
来
幼
稚
園
）

を
視
察
。

　
　
　
　
　

４
月
25
日（
月
）香
川
会
長
、

勝
倉
総
務
課
長
は
、
森
島
弘
道
団
体
長
等

岩
手
県
視
察

栃
木
県
・
茨
城
県
視
察

千
葉
県
視
察

政
府
等
か
ら
の
関
連
通
知
・

連
絡
等

施
に
伴
う
授
業
等
の
弾
力
的
な
対
応
及
び

児
童
生
徒
等
の
安
全
確
保
の
配
慮
に
つ
い

て●
３
月
15
日
／
文
科
省
・
平
成
23
年
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
等
に
よ
り
被
災
し
た

学
校
施
設
の
早
期
復
旧
に
つ
い
て

●
３
月
15
日
／
文
科
省
・
計
画
停
電
に
伴

う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
に
関
す
る
注
意
喚

起
等
に
つ
い
て

●
３
月
15
日
／
文
科
省
・
都
道
府
県
別
環

境
放
射
能
水
準
調
査
結
果
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
に
つ
い
て

●
３
月
23
日
／
文
科
省
・
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
私
立
学
校
施

設
の
学
校
法
人
が
実
施
す
る
災
害
復
旧
事

業
に
係
る
補
助
に
つ
い
て

●
３
月
24
日
／
文
科
省
・
水
道
水
中
に
放

射
性
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
の
対
応

に
つ
い
て

●
３
月
24
日
／
文
科
省
・
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
児
童
生
徒
等

の
公
立
学
校
へ
の
弾
力
的
な
受
入
れ
等
に

関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
の
送
付
に
つ
い
て

●
３
月
24
日
／
文
科
省
・
災
害
時
の
学
校

施
設
等
に
お
け
る
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

等
の
対
策
に
つ
い
て

●
３
月
25
日
／
文
科
省
・
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
の
発
生
に
伴
う
教
育
課
程
編
成

と
共
に
佐
原
み
ど
り
幼
稚
園
（
佐
原
市
）、

真
砂
第
一
幼
稚
園
（
千
葉
市
）
を
視
察
。
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上
の
留
意
点
に
つ
い
て

●
３
月
25
日
／
経
済
産
業
省
・
東
京
電
力

管
内
の
今
後
の
電
力
需
給
見
通
し
と
対
応

に
つ
い
て

●
３
月
30
日
／
文
科
省
・
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
児
童
生
徒
等

の
公
立
学
校
へ
の
弾
力
的
な
受
入
れ
等
に

関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
（
そ
の
２
）
の
送
付
に
つ

い
て

●
３
月
30
日
／
文
科
省
・
安
心
こ
ど
も
基

金
に
お
け
る
「
平
成
21
年
度
補
正
予
算
分

事
業
（
認
定
こ
ど
も
園
等
の
環
境
整
備
等

事
業
）
」
に
つ
い
て

●
３
月
31
日
／
文
科
省
・
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
園
児
に
対
す

る
幼
稚
園
就
園
奨
励
事
業
に
つ
い
て

●
４
月
１
日
／
文
科
省
・
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
お
け
る
被
災
児
童
・
生
徒
等

の
支
援
に
係
わ
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開

設
に
つ
い
て
（
通
知
）

●
４
月
１
日
／
文
科
省
・
平
成
23
年
度
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
係
る
文
部
科
学

省
関
係
通
知
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
周

知
）

●
４
月
１
日
／
文
科
省
、
厚
労
省
・
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
子

ど
も
達
へ
の
支
援
に
つ
い
て

●
４
月
５
日
／
文
科
省
・
東
日
本
大
震
災

を
受
け
た
避
難
経
路
等
の
緊
急
点
検
に
つ

い
て
（
依
頼
）

●
４
月
５
日
／
文
科
省
・
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
被
災
し
た
学
校
の
再
開
に
つ
い
て

●
４
月
５
日
／
文
科
省
・
計
画
停
電
期
間

中
に
お
け
る
学
校
給
食
の
留
意
点
に
つ
い

て●
４
月
５
日
／
文
科
省
・
新
年
度
か
ら
の

学
校
給
食
の
実
施
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

に
つ
い
て

●
４
月
８
日
／
文
科
省
・
計
画
停
電
の
実

施
等
に
よ
る
学
校
給
食
用
牛
乳
の
供
給
へ

の
影
響
等
に
つ
い
て

●
４
月
11
日
／
文
科
省
・
夏
期
の
電
力
需

給
対
策
の
骨
格
に
つ
い
て

●
４
月
11
日
／
文
科
省
・
東
日
本
大
震
災

に
係
る
文
部
科
学
省
関
係
通
知
等
の
取
扱

い
に
つ
い
て
（
周
知
（
第
２
報)

）

●
４
月
11
日
／
文
科
省
・
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
被
災
し
た
私
立
学
校
施
設
の
災
害

復
旧
に
つ
い
て

●
４
月
11
日
／
文
科
省
・
東
日
本
大
震
災

濵
谷
文
科
省
幼
児
教
育
課
長
が
被
災
園
を
訪
問

文
部
科
学
省
の
濵
谷
浩
樹
幼
児
教
育

課
長
は
、４
月
25
日（
月
）と
27
日（
水
）

の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
宮
城
県
と
福
島

県
の
被
災
し
た
私
立
幼
稚
園
を
訪
問
さ

れ
ま
し
た
。

宮
城
県
で
は
、
閖
上
わ
か
ば
幼
稚
園

（
名
取
市
）、石
巻
み
づ
ほ
第
二
幼
稚
園
、

日
和
幼
稚
園
（
石
巻
市
）、
福
島
県
で

は
、
久
之
浜
第
一
幼
稚
園
、
平
第
一
幼

稚
園
（
い
わ
き
市
）
を
訪
問
し
、
現
地

の
惨
状
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
さ
れ
る
と
と

も
に
、
現
地
の
先
生
方
と
懇
談
し
て
今

後
の
課
題
や
要
望
を
直
接
伺
わ
れ
ま
し

た
。

に
よ
り
被
災
し
た
幼
児
児
童
生
徒
の
私
立

学
校
に
お
け
る
就
学
機
会
の
確
保
等
に
つ

い
て
（
通
知
）

●
４
月
11
日
／
厚
労
省
・
妊
娠
中
の
女
性

や
育
児
中
の
母
親
の
方
へ

●
４
月
13
日
／
文
科
省
・
東
日
本
大
震
災

の
発
生
に
伴
う
私
立
学
校
法
に
定
め
の
あ

る
規
定
の
留
意
点
等
に
つ
い
て

●
４
月
14
日
／
文
科
省
・
児
童
生
徒
等
の

心
の
ケ
ア
の
充
実
に
つ
い
て
（
依
頼
）

●
４
月
15
日
／
文
科
省
・
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
に
お
け
る
「
学
び
支
援
」
に
係

わ
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設
に
つ
い
て

●
４
月
18
日
／
文
科
省
・
東
日
本
大
震
災

の
発
生
に
伴
う
私
立
学
校
及
び
私
立
学
校

振
興
助
成
法
に
お
け
る
期
限
の
定
め
の
あ

る
規
定
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）

●
４
月
19
日
／
文
科
省
・
東
日
本
大
震
災

の
被
害
を
踏
ま
え
た
学
校
施
設
の
安
全
性

確
保
に
つ
い
て

●
４
月
19
日
／
文
科
省
・
福
島
県
内
の
学

校
の
校
舎
・
校
庭
等
の
利
用
判
断
に
お
け

る
暫
定
的
考
え
方
に
つ
い
て
（
通
知
）

●
４
月
19
日
／
原
子
力
災
害
対
策
本
部
・

福
島
県
内
の
学
校
等
の
校
舎
・
校
庭
等
の

利
用
判
断
に
お
け
る
暫
定
的
考
え
方
に
つ

い
て

●
４
月
19
日
／
原
子
力
安
全
委
員
会
・

▲４月 25日　宮城県訪問
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「
福
島
県
内
の
学
校
等
の
校
舎
、
校
庭
等

の
利
用
判
断
に
お
け
る
暫
定
的
考
え
方
」

に
対
す
る
助
言
に
つ
い
て
（
回
答
）

●
４
月
20
日
／
文
科
省
・
放
射
能
を
正
し

く
理
解
す
る
た
め
に

●
４
月
21
日
／
政
府
・
第
一
次
補
正
予
算

案
閣
議
決
定

●
４
月
27
日
／
文
科
省
・
福
島
原
子
力
発

電
所
事
故
に
よ
り
生
じ
た
学
校
等
へ
の
影

響
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

●
３
月
16
日
／
平
成
23
年

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
被
災
さ
れ
た

学
校
法
人
の
皆
さ
ま
に
対
す
る
返
済
猶
予

の
実
施
に
つ
い
て

●
３
月
23
日
／
本
災
害
に
係
る
加
入
者
証

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

●
３
月
29
日
／
平
成
23
年
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
等
に
よ
る
被
災
に
係
る
共
済
事

私
学
事
業
団

務
の
取
扱
い
に
つ
い
て

●
３
月
30
日
／
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

等
に
よ
る
被
災
に
係
る
共
済
事
務
の
取
扱

い
に
つ
い
て
（
年
金
受
給
権
者
の
皆
様

へ)(

任
意
継
続
加
入
者
の
皆
様
へ)(

加
入

者
及
び
共
済
事
務
担
当
者
の
皆
様
へ
）

●
４
月
７
日
／
東
日
本
大
震
災
等
で
被
災

さ
れ
た
学
校
法
人
に
対
す
る
融
資
制
度
の

ご
案
内

●
４
月
15
日
／
東
日
本
大
震
災
に
係
る
加

入
者
資
格
の
特
例
措
置
に
つ
い
て

●
４
月
15
日
／
平
成
23
年
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
加
入
者
の
皆
様
に
対

す
る
貸
付
利
率
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

●
４
月
15
日
／
掛
金
・
児
童
手
当
拠
出
金

に
係
る
納
期
限
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

●
４
月
15
日
／
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
加
入
者
の
皆
様
へ
の
災
害
見
舞

金
等
の
現
地
受
付
及
び
早
期
支
払
の
実
施

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
４
月

26
日
／
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た

児
童
生
徒
等
の
受
入
れ
に
係
る
災
害
共
済

給
付
制
度
へ
の
加
入
等
に
つ
い
て

（
参
考
）　
　
　
　
　

●
３
月
17
日
／
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
等
の
被
害
に
関
す

る
平
成
22
年
度
Ｊ
Ｋ
保
険
に
つ
い
て

●
３
月
22
日
／
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

等
に
関
す
る
Ｊ
Ｋ
保
険
の
対
応
に
つ
い
て

●
３
月
28
日
／
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

等
被
害
に
関
す
る
平
成
23
年
度
Ｊ
Ｋ
保
険

更
新
手
続
き
に
つ
い
て
の
ご
案
内

●
４
月
19
日
／
東
日
本
大
震
災
等
被
災
支

援
（
幼
稚
園
で
の
避
難
園
児
等
の
受
入
れ

活
動
）
に
関
す
る
保
険
取
扱
い
に
つ
い
て

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

Ｊ
Ｋ
保
険

政
府
・
第
一
次
補
正
予
算
案
を
閣
議
決
定

４
月
22
日
、
東
日
本
大
震
災
に
か
か
る

政
府
の
第
一
次
補
正
予
算
案
の
概
要
が
閣

議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

全
日
私
幼
連
で
は
、
正
副
会
長
、
災
害

対
策
本
部
等
を
中
心
に
、
被
災
さ
れ
た
私

立
幼
稚
園
団
体
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
政
府
・
国
会
に
対
し
て
連
日
、
強
力

な
要
望
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
私
立
学
校
、
私
立
幼
稚

園
に
対
す
る
大
き
な
配
慮
が
寄
せ
ら
れ
た

第
一
次
補
正
予
算
案
と
な
り
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
分
の
総
額
は
３
０
３
４
億

円
で
、
内
訳
は
、
学
校
施
設
等
の
復
旧
２

４
５
０
億
円
、
就
学
支
援
１
８
９
億
円
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
対
応
30
億
円
、
福

島
原
発
事
故
対
応
24
億
円
、
防
災
対
策
事

業
３
４
０
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
立
学
校
関
係
補
正
予
算
額
は
１
０
９

８
億
円
で
す
。
私
立
学
校
施
設
災
害
復
旧

費
補
助
、
私
立
学
校
教
育
研
究
活
動
復
旧

補
助
、
私
学
事
業
団
へ
の
出
資
な
ど
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
学
支
援
の

た
め
に
、
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
臨

時
特
例
交
付
金
（
仮
称
）
の
創
設
も
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
都
道
府
県
に
全

額
国
庫
補
助
で
基
金
を
設
置
す
る
も
の

で
、
そ
の
対
象
は
、
私
立
高
校
等
授
業
料

等
減
免
事
業
、
学
用
品
等
給
付
事
業
、
幼

稚
園
就
園
奨
励
事
業
、
特
別
支
援
教
育
就

学
奨
励
事
業
な
ど
で
す
。

さ
ら
に
、
福
島
原
発
の
事
故
へ
の
対
応

と
し
て
、
対
象
地
域
の
私
立
幼
稚
園
等
も

含
め
た
形
で
放
射
線
の
測
定
な
ど
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
臨
時
特

例
交
付
金
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

就
学
等
が
困
難
と
な
る
幼
児
児
童
生
徒

が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
既
存
の
高
校
生
修
学
支
援
基
金

に
、
新
た
に
「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支

援
等
臨
時
特
例
交
付
金
」（
仮
称
）（
新

規
）
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
就
学

支
援
事
業
を
実
施
す
る
都
道
府
県
に
お

け
る
対
象
者
増
や
単
価
増
に
よ
る
負
担

を
軽
減
し
、
緊
急
的
に
就
学
支
援
を
実

施
す
る
こ
と
が
趣
旨
と
な
っ
て
い
ま
す
。

補
正
予
算
の
さ
ら
に
詳
し
い
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
分
か
り
次
第
追
っ
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
関
連
の
資
料

は
14
〜
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。
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★
は
じ
め
に

２
０
１
１
年
３
月
11
日
（
金
）
の
午
後

３
時
前
に
、
日
本
は
東
北
太
平
洋
沖
大
地

震
と
大
津
波
に
み
ま
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
想
定
外
の
大
津
波
に
よ
り
、
東
京
電
力

福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
発
生
し
、

い
ま
だ
に
危
険
な
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
１
９
９
５
年
１
月
に
発
生
し
た
阪
神

淡
路
大
震
災
に
お
け
る
経
験
を
も
と
に
し

て
、
日
本
小
児
科
学
会
が
ま
と
め
た｢

災

害
時
の
こ
ど
も
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
ケ

ア｣

な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
大
震
災

と
母
と
子
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て

述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
に
よ
る
精
神
疾

患
の
診
断
・
統
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
第
４
版（
Ｄ

Ｓ
Ｍ-

Ⅳ
）で
は
、ト
ラ
ウ
マ（
心
的
外
傷
）

を
以
下
の
二
つ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る

も
の
と
規
定
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

⑴
実
際
の
死
や
重
傷
者
が
生
じ
る
事
態
、

も
し
く
は
そ
れ
が
予
期
さ
れ
る
事
態
を
経

験
し
た
り
目
撃
し
た
り
し
て
い
る
⑵
本
人

が
、
強
い
恐
れ
や
無
力
感
、
恐
怖
感
を
示

し
て
い
る
、
の
二
つ
で
す
。

そ
の
体
験
後
の
症
状
に
は
、
次
の
三
つ

の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
①
そ

の
時
の
記
憶
が
自
分
の
意
志
と
関
わ
り
な

く
苦
痛
を
伴
っ
て
よ
み
が
え
る（
再
体
験
）

②
そ
の
よ
う
な
苦
痛
が
よ
み
が
え
る
こ
と

を
避
け
よ
う
と
し
て
、
刺
激
を
避
け
た
り

現
実
か
ら
逃
避
し
た
り
す
る
（
回
避
）
ま

た
は
、
重
要
な
活
動
に
対
し
て
関
心
が
な

く
な
っ
た
り
反
応
が
麻
痺
し
た
り
す
る

（
無
感
覚
）
③
常
に
緊
張
し
て
い
て
お
び

え
て
お
り
、
寝
つ
き
が
悪
い
、
眠
れ
な
い
、

怒
り
を
爆
発
す
る
、
過
度
の
警
戒
心
を
持

つ
、
集
中
で
き
な
い
な
ど
の
状
態
に
あ
る

（
覚
醒
の
持
続
亢
進
）
の
三
つ
で
す
。

右
記
の
よ
う
な
症
状
が
、
少
な
く
と
も

２
日
間
続
き
、
１
か
月
以
内
に
お
さ
ま
っ

た
場
合
を
急
性
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ａ
Ｓ

Ｄ
）、
１
か
月
以
上
続
い
た
場
合
を
外
傷

後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
と
よ
ん

で
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
は
、
そ
の
で
き
ご
と
か
ら
３

か
月
以
内
に
始
ま
る
の
が
通
常
で
す
が
、

数
か
月
あ
る
い
は
数
年
た
っ
て
か
ら
症
状

が
出
現
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

声
を
だ
し
て
泣
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
り
、
逆
に
、
お
び
え
た
よ
う
に
激
し
く

体
を
ふ
る
わ
せ
て
泣
き
だ
し
た
り
し
た
そ

う
で
す
。
あ
や
し
て
も
笑
わ
な
く
な
っ
た

り
、小
さ
な
物
音
に
も
び
っ
く
り
し
た
り
、

な
か
な
か
寝
つ
か
な
く
な
っ
た
り
、
い
ら

い
ら
し
て
落
ち
着
き
を
失
っ
た
り
し
た
そ

う
で
す
。ミ
ル
ク
を
飲
ま
な
く
な
っ
た
り
、

食
事
を
な
か
な
か
食
べ
よ
う
と
し
な
か
っ

た
り
、
し
が
み
つ
い
て
離
れ
よ
う
と
し
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
で
き
て
い

た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
話
せ
た

言
葉
が
話
せ
な
く
な
っ
た
り
、
甘
え
が
強

く
な
り
、
ぐ
ず
り
や
す
く
な
っ
た
そ
う
で

す
。
夜
泣
き
が
続
い
た
り
、
夢
を
見
て
う

な
さ
れ
た
り
し
た
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
に
対
し
て
は
、｢

大
丈
夫｣

｢

こ
こ
は
安

全｣
｢

安
心
し
て
い
い｣

と
言
い
な
が
ら
、

繰
り
返
し
抱
き
し
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
子
ど
も
の
年
齢
が
幼
い
ほ
ど
、
強
く

抱
き
し
め
る
な
ど
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
、

子
ど
も
の
不
安
を
軽
く
す
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
ま
す
。
で
は
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
は
誰

が
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ

ん
、
親
御
さ
ん
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に
ま
さ

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
親
御

さ
ん
た
ち
も
、
被
災
さ
れ
て
心
に
大
き
な

阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
の
経
験
に
よ
る

と
、大
震
災
の
直
後
に
は
幼
い
子
ど
も
は
、

特別寄稿

災害時の母と子のメンタルケア
保護者の不安、取り除く最適任者は先生

松橋 有子 実践女子短期大学食物栄養学科教授
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傷
を
負
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
期
待
し

て
い
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
不
安
の
強
い

親
御
さ
ん
、
親
御
さ
ん
ご
自
身
が
急
性
ス

ト
レ
ス
障
害
で
あ
る
場
合
に
は
、
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず

親
御
さ
ん
の
不
安
を
軽
減
す
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
親
御
さ
ん
た

ち
が
今
抱
い
て
い
る
不
安
を
、
誰
か
に
少

し
で
も
話
す
こ
と
が
で
き
た
ら
、
誰
か
が

親
御
さ
ん
た
ち
の
手
を
握
り
な
が
ら
話
を

聞
い
て
さ
し
あ
げ
た
ら
、
親
御
さ
ん
た
ち

の
心
は
軽
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
で
は
誰
が
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
幼
い
子
ど
も
た
ち
を
通
し
て
、
日
常

か
ら
親
御
さ
ん
た
ち
と
心
を
通
わ
せ
て
い

る
幼
稚
園
の
先
生
、
保
育
士
さ
ん
は
、
親

御
さ
ん
た
ち
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
最
適

任
者
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

親
御
さ
ん
が
、
ほ
ん
の
少
し
安
定
す
る

と
、
子
ど
も
は
お
お
い
に
安
定
し
ま
す
。

親
御
さ
ん
の
安
定
は
ほ
ん
の
少
し
で
い
い

の
で
す
。

が
出
現
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
時
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
対

応
は
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
時
と
同
様
で
す
。
さ
ら

に
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
し
た

り
、
歌
っ
た
り
、
絵
を
描
い
た
り
す
る
こ

と
が
子
ど
も
た
ち
の
心
を
な
ご
ま
せ
て
く

れ
る
と
考
え
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
返
り
と
分
離
不
安
は
ほ
と
ん

ど
の
子
ど
も
た
ち
に
、
一
過
性
に
み
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
返
り
の
時
は
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

戻
っ
た
年
齢
相
応
に
相
手
を
し
て
い
る

と
、
や
が
て
満
足
し
て
少
し
ず
つ
年
齢
が

あ
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
暦
年
齢
ら

し
く
ふ
る
ま
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
根

気
よ
く
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　

災
害
と
精
神
保
健
・
松
橋
有
子
、
新

保
育
ラ
イ
ブ
ラ
リ 

子
ど
も
を
知
る 

小
児
保
健
（
新

版
）
高
野
陽
、
加
藤
則
子
、
加
藤
忠
明
、
松
橋
有
子

編
著
（
北
大
路
書
房2011.3.25.

）

 
松
橋
有
子
／
医
学
博
士
。
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
卒
。
専
門
：
小
児
心
身
医
学
、
思

春
期
医
学
。
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研

究
科
教
授
、
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
養

護
教
育
教
授
を
経
て
現
職
。

参
考
文
献

な
っ
た
り
、
自
分
に
対
す
る
脅
威
な
ど
の

悪
夢
に
な
っ
た
り
と
、
恐
ろ
し
い
夢
に
変

化
す
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
夜
中
に

突
然
起
き
だ
し
て
奇
声
を
あ
げ
た
り
、
泣

き
な
が
ら
走
り
回
っ
た
り
、
突
然
暴
れ

回
っ
た
り
し
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
一

人
で
で
き
て
い
た
こ
と
を
親
に
頼
り
た
が

る
赤
ち
ゃ
ん
返
り
（
退
行
現
象
）
も
み
ら

れ
た
そ
う
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
言
葉
に
な
っ

た
り
、
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
ふ
る
ま
っ
た

子
ど
も
も
い
た
そ
う
で
す
。
親
が
い
な
い

と
怖
が
っ
た
り
、
暗
闇
を
極
端
に
怖
が
っ

た
り
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
泣
い
た
り
、
話

し
始
め
る
と
と
ま
ら
な
く
な
っ
た
子
ど
も

も
い
た
そ
う
で
す
。

身
体
的
症
状
の
な
か
で
一
番
多
か
っ
た

の
が
、夜
尿
だ
そ
う
で
、次
が
頻
尿
、下
痢
、

便
秘
、
遺
尿
（
お
も
ら
し
）
と
、
排
泄
に

関
す
る
こ
と
が
上
位
を
占
め
て
い
た
そ
う

で
す
。
次
が
、
食
欲
不
振
、
発
熱
、
湿
疹
、

喘
息
、
吐
き
気
、
腹
痛
、
拒
食
、
け
い
れ

ん
、
失
声
だ
そ
う
で
す
。
最
も
多
か
っ
た

夜
尿
も
、
調
査
対
象
に
な
っ
た
幼
児
１
千

人
の
約
６
％
に
み
ら
れ
た
だ
け
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
約
１
千
人
の
成
人
対
象
者
の
約

40
％
に
は
、
眼
科
（
目
の
疲
れ
）、
神
経
・

筋
肉
・
骨
格
系
（
肩
こ
り
、
背
痛
、
腰
痛
、

眠
れ
な
い
）、
皮
膚
症
状
（
か
さ
つ
き
）

そ
の
で
き
ご
と
に
関
す
る
苦
痛
な
夢
を

数
週
間
見
続
け
て
い
る
と
、
幼
児
の
場
合

に
は
、
そ
の
夢
が
次
第
に
怪
物
の
夢
に
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今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
数

多
く
の
貴
い
命
が
失
わ
れ
、
今
な
お
被

災
さ
れ
た
多
く
の
人
々
が
避
難
所
生
活

を
強
い
ら
れ
、
ま
た
県
外
へ
避
難
さ
れ

て
い
る
と
の
報
道
に
接
し
、
本
当
に
心

よ
り
お
悔
や
み
、
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

大
震
災
当
日
、
平
成
23
年
３
月
11
日

午
後
２
時
46
分
、
全
日
本
私
立
幼
稚
園

連
合
会
・
理
事
会
が
東
京
お
茶
の
水
、

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
２
階
の
部
屋
で

開
か
れ
て
い
た
最
中
で
し
た
。
突
然
横

揺
れ
が
始
ま
り
、
異
様
に
長
い
（
後
で

報
道
で
知
る
と
５
分
程
の
）
激
し
い
地

震
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
比
較
的
自
然
災

害
の
少
な
い
瀬
戸
内
海
の
香
川
県
で
生

ま
れ
育
っ
た
私
と
し
て
は
、
か
つ
て
体

験
し
た
こ
と
の
な
い
大
地
震
で
し
た
。

そ
の
後
、
夕
方
か
ら
深
夜
に
か
け
て
東 今

こ
そ
私
立
幼
稚
園
の

繋
が
り
を
確
か
め
よ
う

坪
井 

久
也

京
都
内
は
大
混
乱
だ
っ
た
よ
う
で
、
私
も

羽
田
空
港
で
一
晩
明
か
す
こ
と
と
な
り
、

い
わ
ゆ
る
帰
宅
難
民
の
一
人
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
翌
日
、
ほ
ぼ
一
日
遅
れ
と
な

り
ま
し
た
が
、
無
事
に
高
松
の
自
宅
へ
帰

る
こ
と
が
で
き
、
ほ
っ
と
一
息
つ
い
た
も

の
で
し
た
。

そ
の
一
週
間
後
、
３
月
19
日
（
土
）
は

我
が
園
、
や
し
ま
幼
稚
園
の
卒
園
式
の
日

で
す
。
今
年
は
89
名
の
園
児
が
卒
園
し
、

巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
大
半
が
高
松
市

内
の
小
学
校
へ
入
学
し
ま
す
が
、
今
年
は

４
名
が
県
外
の
小
学
校
へ
入
学
し
て
い
き

ま
す
。
卒
園
式
後
の
お
別
れ
会
で
は
、
卒

園
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
対

し
て
「
時
々
お
手
紙
を
く
だ
さ
い
」
と
か

「
夏
休
み
に
は
帰
っ
て
き
て
元
気
な
顔
を

見
せ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
話
を
し
ま
し

た
。
遠
く
へ
引
っ
越
し
た
子
ど
も
た
ち
は

視
点

旅
費
も
か
か
り
ま
す
の
で
全
員
が
顔
を
見

せ
に
帰
っ
て
く
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
年
の
春
休
み
に
は
県
外
か
ら
何
組

か
の
親
子
が
来
て
元
気
な
顔
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
本
当
に
気
軽
に
新
し
い
幼
稚

園
や
小
学
校
で
頑
張
っ
て
い
る
様
子
を
聞

か
せ
て
く
れ
た
り
、
逆
に
困
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
相
談
し
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。

こ
う
し
て
幼
稚
園
は
近
く
の
小
学
校
に
進

学
し
た
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
県
外

に
転
園
、
進
学
し
た
親
子
た
ち
と
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
繋
が
り
の
中
に
こ
そ
幼

稚
園
の
存
在
意
義
が
あ
る
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
と
の
繋
が
り
、
小

学
校
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い
く

こ
と
で
、
幼
稚
園
は
社
会
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
と
な
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
立
幼
稚
園
は
特
に
在
園
児
親
子
だ
け

で
な
く
、
卒
園
し
た
親
子
と
も
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
幼
稚
園
で
の
楽
し
か
っ
た
こ

と
や
数
々
の
思
い
出
を
思
い
返
す
こ
と

で
な
ん
と
な
く
元
気
が
出
て
く
る
も
の

で
す
。
そ
の
時
に
、
幼
稚
園
の
園
長
先

生
や
担
任
の
先
生
の
元
気
な
顔
を
見
れ

ば
生
き
る
力
が
湧
い
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。被
災
さ
れ
た
宮
城
県
・

岩
手
県
・
福
島
県
他
、
各
地
の
幼
稚
園

の
皆
さ
ま
方
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
て

本
当
に
大
変
な
時
期
と
思
い
ま
す
が
、

被
災
し
た
親
子
が
楽
し
い
思
い
出
と
生

き
る
力
を
求
め
て
帰
っ
て
く
る
場
所
と

し
て
、
幼
稚
園
の
復
興
に
努
め
ら
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
被
害
の
な
か
っ
た
私
た
ち
に

と
っ
て
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
復
興
に

向
け
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
幼
稚
園
の

皆
様
方
に
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
は
何

だ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら
、
長
丁
場
と

な
る
と
思
わ
れ
る
復
興
へ
の
道
の
り
を

全
国
の
私
立
幼
稚
園
の
強
い
繋
が
り
を

確
か
め
る
機
会
と
し
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

（
全
日
私
幼
連
認
定
こ
ど
も
園
対
策
委

員
長
、
高
松
市
・
や
し
ま
幼
稚
園
）
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全
日
私
幼
連
の
会
議

全
日
私
幼
連
の
会
議

全
日
私
幼
連
の
会
議

●
５
・ 
10
理
事
会

５
月
10
日
、東
京
・
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ

谷
に
お
い
て
全
日
私
幼
連
の
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、
構
成
員
54
人
が
出
席
し
（
定
足

数
61
人
中
、
委
任
お
よ
び
代
理
出
席
含
め

過
半
数
有
効
成
立
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
て
黙
祷
が

捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
香
川
敬
会
長

が
、
こ
の
度
の
震
災
に
お
い
て
被
災
さ
れ

た
都
道
県
に
対
し
て
お
見
舞
い
を
述
べ
ら

れ
、
全
日
私
幼
連
の
加
盟
園
の
総
力
を
結

集
し
、
被
災
地
の
私
立
幼
稚
園
の
復
旧
・

復
興
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

た
い
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
長
に
水
谷
豊
三
氏
（
大
阪
府
）、
西

谷
正
文
氏
（
島
根
県
）
を
選
出
し
議
事
に

入
り
、議
事
録
署
名
人
に
藤
内
隆
志
氏（
三

重
県
）、
奈
良
誉
夫
氏
（
滋
賀
県
）
を
選

任
し
ま
し
た
。
審
議
事
項
の
概
要
は
以
下

の
通
り
で
す
。

○
行
政
報
告
：
濵
谷
浩
樹
文
部
科
学
省
幼

児
教
育
課
長
か
ら
東
日
本
大
震
災
に
か
か

る
文
部
科
学
省
の
対
応
状
況
、
福
島
原
発

事
故
関
連
の
対
応
状
況
等
に
つ
い
て
資
料

を
も
と
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
審
議
案
件
１
：
東
日
本
大
震
災
へ
の
対

応
の
件
／
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
中
浦
正
音
総
務
委
員
長
か
ら
対
応

状
況
の
概
要
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
義
捐

金
の
配
分
方
法
案
、
東
日
本
大
震
災
に
関

す
る
特
別
声
明
案
に
つ
い
て
説
明
・
提
案

が
あ
り
、
原
案
通
り
議
決
し
ま
し
た
。
義

捐
金
活
動
に
つ
い
て
は
、
本
年
12
月
25
日

ま
で
継
続
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

○
審
議
案
件
２
：
平
成
23
年
度
全
日
私
幼

連
第
一
次
補
正
予
算
案
承
認
の
件
／
中
浦

総
務
委
員
長
か
ら
資
料
を
も
と
に
説
明
・

提
案
が
あ
り
、
原
案
通
り
議
決
し
ま
し

た
。

○
審
議
案
件
３
：
平
成
22
度
事
業
報
告
の

件
／
各
委
員
会
委
員
長
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

座
長
か
ら
資
料
を
も
と
に
説
明
・
報
告
が

あ
り
、
原
案
通
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
審
議
案
件
４
：
平
成
22
年
度
収
支
決
算

東
日
本
大
震
災
の
義
捐
金
配
分
方
法
を
議
決

平
成
22
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
を
承
認

承
認
の
件
／
中
浦
総
務
委
員
長
か
ら
資
料

を
も
と
に
、
詳
細
な
説
明
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
角
和
一
太
朗
監
事
（
神

奈
川
県
）
よ
り
、
会
務
監
査
報
告
が
あ
り

財
産
の
状
況
は
正
確
に
記
載
さ
れ
、
業
務

執
行
状
況
は
、
不
整
な
く
行
な
わ
れ
て
い

る
と
報
告
さ
れ
、
原
案
通
り
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

○
報
告
案
件
：（
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
）

／
田
中
雅
道
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
理
事

長
か
ら
、
平
成
23
年
度
免
許
状
更
新
講
習

の
実
施
、
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
の
公
益

法
人
化
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
そ
の
他
：
平
成
23
年
度
全
日
私
幼
連
定

時
総
会
に
つ
い
て
／
中
浦
総
務
委
員
長
か

ら
、
５
月
25
日
に
行
な
わ
れ
る
平
成
23
年

度
全
日
私
幼
連
・
定
時
総
会
の
件
及
び
幼

児
教
育
実
践
者
表
彰
の
廃
止
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
田
中
辰
実

経
営
研
究
委
員
長
か
ら
経
営
実
態
調
査
入

力
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。最

後
に
芝
木
捷
子
監
事
（
北
海
道
）
か

ら
、
監
事
所
見
が
あ
り
、
理
事
会
は
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

 

（
調
査
広
報
委
員
長
・
坂
本
洋
）
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●
５
・ 

10
常
任
理
事
会

全
日
私
幼
連
の
理
事
会
に
先
立
ち
、
５

月
10
日
、
東
京
・
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

に
お
い
て
常
任
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
27

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
尾
上
正
史
副
会
長

の
開
会
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
香
川
敬
会
長

が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
議
長
に
北
條
泰
雅
副
会
長
、
議
事
録

署
名
人
に
は
児
玉
昭
平
常
任
理
事
、
橋
本

幸
雄
常
任
理
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
１
：
東
日
本
大
震
災
へ
の
対

応
の
件
／
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
中
浦
正
音
総
務
委
員
長
か
ら
資
料

を
も
と
に
説
明
・
提
案
が
あ
り
、
義
捐
金

の
配
分
方
法
や
特
別
声
明
案
な
ど
が
原
案

通
り
議
決
し
ま
し
た
。

義
捐
金
活
動
に
つ
い
て
は
、
本
年
12
月

25
日
ま
で
継
続
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
２
：
平
成
22
年
度
事
業
報
告

承
認
の
件
／
各
委
員
会
委
員
長
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
座
長
か
ら
説
明
・
提
案
が
あ

り
、
原
案
を
議
決
し
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
３
：
平
成
22
年
度
収
支
決
算

承
認
の
件
／
中
浦
総
務
委
員
長
か
ら
、
資

料
を
も
と
に
説
明
が
あ
り
、
原
案
を
議
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
角
和
一
太
朗
監
事
よ

り
、
会
務
監
査
報
告
が
あ
り
、
財
産
の
状

況
は
正
確
に
記
載
さ
れ
、
業
務
執
行
状
況

は
、
不
整
な
く
行
な
わ
れ
て
い
る
と
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

■
そ
の
他
：
中
浦
総
務
委
員
長
か
ら
、
５

月
25
日
に
行
な
わ
れ
る
平
成
23
年
度
全
日

私
幼
連
・
定
時
総
会
の
件
及
び
幼
児
教
育

実
践
者
表
彰
の
廃
止
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
田
中
辰
実
経
営
研
究
委
員
長
か

ら
経
営
実
態
調
査
入
力
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

芝
木
捷
子
監
事
か
ら
監
事
所
見
が
あ

り
、
本
常
任
理
事
会
は
閉
会
と
な
り
、
審

議
案
件
を
理
事
会
に
上
程
し
ま
し
た
。

 

（
総
務
委
員
長
・
中
浦
正
音
）

全
日
私
幼
連
の
第
27
回
設
置
者
・
園

長
全
国
研
修
大
会
は
、
来
る
10
月
24
日

（
月
）・
25
日
（
火
）
の
２
日
間
に
わ
た
っ

て
熊
本
県
熊
本
市
で
開
催
す
る
予
定
で

す
。研

修
会
の
内
容
や
会
場
等
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
決
ま
り
次
第
あ
ら
た

め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

全
日
私
幼
連　

設
置
者
・
園
長
全
国
研
修
大
会

〜
熊
本
で
開
催　

東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
な
ど
議
決
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財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構

第２回幼児教育実践学会の会場が変わりました

会場：学校法人追手門学院　追手門学院小学校

〒540 － 0008　大阪市中央区大手前１－３－ 20

。

。

。

「
第
２
回
幼
児
教
育
実
践
学
会
」
の
会

場
は
東
京
都
内
の
停
電
及
び
節
電
の
た

め
、
東
京
家
政
大
学
か
ら
大
阪
市
・
追
手

門
学
院
小
学
校
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
開
催
日
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご

理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

■
期
間
：
平
成
23
年
８
月
20
日
（
土
）・

21
日
（
日
）

■
会
場
：
学
校
法
人
追
手
門
学
院　

追
手

門
学
院
小
学
校
（
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区

大
手
前
１‒

３‒

20
）

■
参
加
申
込
：
各
都
道
府
県
団
体
事
務
局

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
：
㈶
全
日
私
幼
研
究

機
構
／
東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
４‒

２

‒

25　

私
学
会
館
別
館
４
階

電
話
：
０
３
（
３
２
３
７
）
１
０
８
０

m
ail

：info@
youchien-kikou.com
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文部科学省・厚生労働省幼保連携推進室において、認定こども園の認定件数（平成 23 年４月１日現在）
について調査した結果は、以下のとおりです。
○調査結果の概要
平成 23 年４月１日現在の「認定こども園」の認定件数は、全国で７６２件です。（※各都道府県別の
認定件数については別紙参照）
【主なポイント】
・平成22年４月１日と比較し、５３２件から７６２件（都道府県数44から45）に増加。
・認定件数の多い都道府県／①東京65、②兵庫60、③北海道41、④長崎40、⑤鹿児島30
・昨年度より認定件数の増加した都道府県／①兵庫（＋29）、②東京（＋14）、③埼玉、大分（＋12）
 （幼児教育課）

認定こども園の認定件数

開発・販売 発売元

ネットワーク対応を強化！
会計・減価償却・給与・小口現金のシステム間の
連動機能の他、経営分析資料の提供を実現しました。

新  登  場 !!

経営分析参考資料
会計基準、減価償却、給与計算の各シス
テムで、経営に関わる参考資料が印刷
出来るようになりました！

ネットワーク
インターネットが使える環境なら、どこでも、チャッピー
をご使用頂けます。会計システムやデータが入っていない
チャッピーからでも、伝票入力や帳票印刷等を行えます
※事前設定およびシステム利用料が必要です。学校法人会計

2011年2月リリース予定

文部科学省だより
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雨
が
上
が
り
、
朝
は
ホ
ー
ル
で
大
型
積

み
木
や
段
ボ
ー
ル
な
ど
で
基
地
作
り
を
し

て
い
た
森
（
年
長
）
組
の
男
の
子
た
ち
も
、

み
ん
な
の
歓
声
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
外
へ

飛
び
出
し
て
行
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
森

組
の
賢
が
、
彼
ら
の
「
お
頭
（
か
し
ら
）」

洋
の
と
こ
ろ
に
、「
基
地
が
壊
さ
れ
て
い

る
」
と
走
っ
て
来
ま
す
。
洋
と
何
人
か
が

ホ
ー
ル
に
戻
る
と
、
確
か
に
誰
か
が
そ
こ

で
遊
ん
だ
ら
し
く
少
し
変
形
し
て
い
ま
し

た
。
賢
が
「
桜
（
年
少
）
組
」
が
遊
ん
で

た
よ
う
だ
と
告
げ
る
と
、
洋
は
「
さ
く
ら

な
ら
し
ょ
う
が
な
い
か
」
と
言
っ
て
、
元

の
よ
う
に
作
り
直
し
始
め
ま
す
。

私
は
何
日
か
前
に
、
た
ま
た
ま
洋
が
、

月
（
年
中
）
組
の
子
ど
も
と
向
き
合
っ

て
、「
月
組
が
森
組
に
威
張
る
気
か
！
」

と
啖
呵
を
切
っ
て
い
る
姿
を
見
て
い
た
だ

け
に
、「
お
や
っ
？
」
と
思
い
、
ふ
と
知

人
の
文
化
人
類
学
者
の
話
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
彼
は
研
究
調
査
で
、
ケ
ニ
ヤ
の
カ

ン
バ
族
と
共
に
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
調
査
で
の
話
題
の
中
で
、

特
に
子
育
て
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

と
て
も
興
味
深
か
っ
た
の
で
す
。

人
間
で
も
動
物
で
も
植
物
で
も
、
子
孫

を
残
し
生
き
続
け
て
い
く
こ
と
は
、
地
球

に
生
き
る
も
の
た
ち
の
宿
命
、
永
遠
の
課

題
で
も
あ
り
ま
す
。
動
物
や
植
物
で
は
そ

う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
先
天
的
に
体
に
組

込
ま
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
本
能
的
束
縛

か
ら
解
放
さ
れ
た
社
会
を
営
む
こ
と
を
選

ん
だ
人
間
の
場
合
は
、
意
識
し
て
生
き
方

を
受
け
継
ぎ
伝
え
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
そ
の
時
に
働
く
、「
何
が
大
切

で
守
ら
れ
続
け
る
べ
き
こ
と
か
」
と
い
う

理
念
や
思
想
は
、
古
今
東
西
、
祖
父
か
ら

父
、
父
か
ら
息
子
へ
と
い
う
よ
う
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た

世
代
を
つ
な
ぐ
流
れ
の
中
心
は
、
学
び
伝

え
る
べ
き
も
の
を「
は
っ
き
り
分
け
示
す
」

と
い
う
、
男
性
原
理
を
軸
と
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
。
伝
統
的
な
社
会
構
造
が

き
ち
ん
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
カ
ン
バ
族

も
そ
う
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
伝
統
維
持
の
中

心
は
、
も
ち
ろ
ん
父
世
代
で
す
。
か
つ
て

の
中
心
的
役
目
を
終
え
た
祖
父
世
代
や
、

未
熟
な
息
子
世
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
父
世
代
の
息
子
世
代
へ
の
姿
勢
は
、

か
つ
て
自
分
た
ち
が
そ
う
さ
れ
て
身
に
つ

け
て
来
た
よ
う
に
、
当
然
厳
し
く
な
り
、

ま
た
自
然
に
、
父
子
関
係
は
緊
張
感
の
あ

る
息
苦
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は

カ
ン
バ
族
も
同
じ
な
の
で
す
が
、
そ
こ
に

登
場
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
エ
ッ
チ
」
と

い
う
の
は
、
何
と
も
思
い
が
け
な
い
ユ

ニ
ー
ク
な
も
の
で
し
た
。

息
子
世
代
の
緊
張
感
を
和
ら
げ
息
抜
き

を
担
う
の
が
、
実
は
表
に
は
出
て
こ
な
い

女
性
、祖
父
世
代
の
連
れ
合
い
つ
ま
り「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
」
連
中
な
の
で
す
。
狭
い
部

落
の
中
で
す
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
孫

（
男
児
）
た
ち
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
出
会
い

ま
す
。
そ
の
度
ご
と
に
、
彼
ら
は
お
互
い

に
エ
ッ
チ
な
言
葉
を
か
け
、
エ
ッ
チ
な
し

ぐ
さ
で
お
互
い
の
身
体
に
触
れ
て
ふ
ざ
け

ま
す
。
そ
れ
が
孫
の
緊
張
感
を
解
き
ほ
ぐ

し
、
厳
し
い
し
つ
け
を
学
び
容
れ
、
身
に

つ
け
て
い
く
の
だ
と
の
こ
と
。
こ
う
し
た

一
見
対
立
的
な
二
つ
の
原
理
の
微
妙
な
バ

ラ
ン
ス
が
、
文
化
の
継
承
に
つ
な
が
る
と

い
う
カ
ン
バ
族
の
「
知
恵
」
の
見
事
さ
に

感
心
し
ま
し
た
。

確
か
に
、
国
家
な
ど
境
界
を
接
す
る
集

団
同
士
は
、
男
性
原
理
が
支
配
的
に
な
っ

て
緊
張
感
が
生
じ
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や

す
い
が
、
少
し
離
れ
た
関
係
は
女
性
原
理

が
顔
を
出
し
て
受
容
的
に
な
り
や
す
い
と

い
う
例
は
い
く
ら
で
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

幼
児
の
世
界
で
も
年
長
児
に
は
、
境
を

接
し
迫
っ
て
く
る
年
中
の
姿
が
強
く
意
識

さ
れ
て
競
争
的
に
な
り
、
他
方
ま
だ
遠
く

に
い
て
幼
さ
が
ど
こ
か
懐
か
し
い
年
少
児

に
対
し
て
は
余
裕
が
あ
る
。
洋
た
ち
も
そ

ん
な
深
層
心
理
の
出
会
い
だ
っ
た
よ
う
で

す
。そ

れ
に
し
て
も
洋
の
し
な
や
か
な
対
応

に
は
感
心
し
ま
し
た
。
年
長
児
な
ら
こ
の

く
ら
い
当
然
と
は
必
ず
し
も
思
い
ま
せ
ん

が
、
で
も
確
か
に
い
る
と
い
う
の
は
嬉
し

い
で
す
。
子
ど
も
と
直
接
向
き
合
う
の
で

は
な
く
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
的
に
保
育

に
寄
り
添
っ
て
い
る
と
、
こ
ん
な
楽
し
い

物
語
に
も
出
会
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
Ｈ
抜

き
で
。 

（
つ
づ
く
）

14

幼
稚
園
の
三
世
代

新潟大学名誉教授
間藤　侑
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山
梨
県
は
県
内
を
三
地
区
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
年
に
５
〜
６
回
の
研
究
会
を
開
催

し
た
り
、
県
内
全
域
を
対
象
に
し
た
研
究

会
も
年
に
幾
つ
か
継
続
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

本
県
は
規
模
が
小
さ
く
、
私
立
幼
稚
園

が
61
園
、
教
員
養
成
校
も
４
大
学
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
養
成
校
の
先
生

方
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
会
に
参
加
い
た

だ
き
熱
心
に
御
指
導
い
た
だ
く
な
ど
、
本

当
に
た
く
さ
ん
の
御
協
力
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
何
年
か
継
続

し
て
研
究
会
に
参
加
し
て
い
れ
ば
、
大
学

の
先
生
方
と
現
場
の
教
員
が
あ
る
程
度
顔

見
知
り
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
私
ど
も
と

し
て
は
、
こ
う
し
た
関
係
を
現
場
で
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

研
究
会
は
、
現
場
の
教
員
た
ち
が
事
例

を
持
ち
寄
り
、
講
師
と
共
に
検
討
し
合
う

形
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
近
年
で
は
、「
記

録
の
重
要
性
」
や
「
協
同
的
な
活
動
」
な

ど
に
つ
い
て
多
く
の
助
言
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
現
場
で
毎
日
幼
児
と
接
す
る
教

員
一
人
ひ
と
り
が
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り

良
い
成
長
を
願
っ
て
、
考
え
工
夫
し
な
が

ら
活
き
活
き
と
保
育
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
保
育
制
度
が
ど
の
よ
う
に
変
わ

ろ
う
と
、
社
会
に
お
い
て
幼
児
教
育
機
能

は
不
可
欠
で
す
。
幼
稚
園
は
単
な
る
託
児

施
設
で
は
な
く
、
幼
児
教
育
機
関
で
あ
る

以
上
、
何
よ
り
も
幼
児
を
教
育
す
る
機
能

が
備
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

し
、
そ
の
向
上
に
日
々
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
山
梨
県
の
現
状
が
十
分
で

な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

現
在
の
よ
う
な
大
学
と
現
場
と
の
協
力
関

係
が
さ
ら
に
発
展
し
、
協
同
し
て
山
梨
独

自
の
研
究
な
ど
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
な
日

が
く
れ
ば
と
期
待
し
つ
つ
、
一
回
一
回
の

研
究
会
を
地
道
に
重
ね
て
い
ま
す
。

（
山
梨
県
私
立
幼
稚
園
協
会
理
事
、
教
育

研
究
委
員
長
、
笛
吹
市
・
石
和
誠
心
幼
稚

園
／
上
田
京
介
）

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
幼
稚
園
の
被

災
状
況
に
は
悲
痛
な
思
い
を
抱
か
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
愛
す
る
人
か
ら
の
言
葉
さ
え

届
か
ず
津
波
に
消
え
た
幼
い
生
命
、
教
員

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
対
し
、
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。

山
口
に
い
る
私
共
は
生
か
さ
れ
た
身
で

あ
る
と
い
う
思
い
で
、
次
世
代
の
子
ど
も

を
力
強
く
育
て
る
保
育
に
一
層
邁
進
す
る

こ
と
が
、
犠
牲
に
な
っ
た
方
々
の
霊
に
報

い
る
こ
と
の
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

山
口
県
私
立
幼
稚
園
協
会
は
、
教
員
の

資
質
向
上
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。
加
盟
園
す
べ
て
が
、
協

会
全
体
の
ひ
と
つ
の
目
標
を
共
有
し
、
各

現
場
の
教
育
力
を
高
め
る
こ
と
に
向
け
て

努
力
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

『
学
び
の
一
歩　

幼
稚
園
』『
山
口
の
人

間
力
』
な
ど
を
幼
児
教
育
目
標
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
掲
げ
た
一
面
の
新
聞
広
告
を
こ

こ
５
年
間
、
協
会
事
業
と
し
て
行
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
広
報
活
動
を
通
し
、
私
立

幼
稚
園
な
ら
で
は
の
熱
い
思
い
に
根
ざ
す

人
間
形
成
事
業
の
取
り
組
み
が
共
有
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
向
け
、
国
を
あ
げ
て
取
り
組
む
と
き
、

人
づ
く
り
と
い
う
幼
児
教
育
の
使
命
の
大

き
さ
を
改
め
て
自
覚
し
、
人
は
い
か
に
生

き
る
か
の
「
生
き
る
力
」
を
幼
児
期
に
身

に
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
と
、
そ
の
た
め

の
日
々
の
保
育
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
た

ゆ
ま
な
い
変
革
）
を
各
園
自
ら
で
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。山

口
県
人
と
し
て
影
響
を
受
け
る
吉
田

松
陰
の「
学
は
人
た
る
所
以
を
学
ぶ
な
り
」

の
原
点
に
立
ち
返
り
、
教
育
全
体
の
基
礎

が
幼
児
教
育
に
あ
る
と
い
う
使
命
感
を
も

ち
、
私
学
な
ら
で
は
の
教
育
を
質
的
に
向

上
さ
せ
る
べ
く
具
体
的
な
取
り
組
み
を
保

育
実
践
面
で
研
究
し
て
い
く
こ
と
が
、
今

後
の
協
会
全
体
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
大

き
な
課
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
山
口
県
私
立
幼
稚
園
協
会
副
理
事
長
、

総
務
広
報
委
員
会
委
員
長
、
山
口
市
・
小

郡
幼
稚
園
／
片
山
耕
修
）

保
育
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て

目
標
を
共
有
し
、
現
場
力
向
上
を

　
　

山
梨
県
か
ら
の
お
た
よ
り

山梨県メモ
面積：4,465.37ｋ㎡
県の鳥：ウグイス
県の花：フジザクラ
県の獣：カモシカ
県の木：カエデ

　
　

山
口
県
か
ら
の
お
た
よ
り

山口県メモ
面積：6,113.81ｋ㎡
県の木：アカマツ 
県の花：夏みかんの花 
県の鳥：ナベヅル 
県の魚：フグ
県の獣：ホンシュウジカ
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４
月
末
の
連
休
を
利
用
し
て
、
高
校
生

の
息
子
と
一
緒
に
、
石
巻
市
で
泥
出
し
と

片
付
け
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
き
ま
し

た
。
50
日
経
っ
た
と
は
思
え
な
い
生
々
し

い
津
波
の
傷
跡
を
目
の
当
た
り
に
し
、
何

も
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
、
も
っ
と
人

の
手
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
◆
本
園
の
あ
る
益
子
も
被
災

地
で
す
が
、
４
月
に
入
っ
て
「
東
北
地
方

の
被
災
し
た
幼
稚
園
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
」と
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
て
た
く
さ
ん
義
捐
金
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
宇
都
宮
の
み
ふ
み
幼
稚
園
か

ら
も
同
様
の
報
告
が
届
き
ま
し
た
。
抜
粋

し
て
紹
介
し
ま
す
◆
「
い
つ
の
ひ
か
あ
え

た
ら
え
が
お
で
あ
い
さ
つ
し
て
げ
ん
き
に

あ
そ
ぼ
う
ね
（
５
歳
）」「
お
い
の
り
し
て

る
よ
（
５
歳
）」「
早
く
日
本
中
の
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
取
り
戻
せ
ま
す
よ
う
に
」

「
子
ど
も
た
ち
が
教
育
を
受
け
る
場
の
確

保
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
」「
人
と
し
て
支

え
合
う
こ
と
譲
り
合
う
こ
と
、
人
と
人
と

が
つ
な
が
る
こ
と
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
ま
す
」◆
一
日
も
早
い
復
興
が

実
現
さ
れ
ま
す
よ
う
に
…
… 

。

 

（
調
査
広
報
委
員
・
馬
場
章
信
）
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平成23年度（第4回）　免許状更新講習の認定一覧
●必修領域「教職についての省察並びに子どもの変化、教育政策の動向及び学校の内外における連携協力についての理解に関する
事項」に関する免許状更新講習
講習の
開催地 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定

番号

愛知県
名古屋市

　幼稚園教諭を対象とし、「教職についての考
察」「子どもの変化についての理解」「教育政策
の動向についての理解」「学校の内外における連
携協力についての理解」の４つの事項について、
教員に求められる最新の知識・技術の習得と今
日的な教育課題についての理解を深めることを
目指す。

山口　雅史（椙山女学園大学人間関
係学部教授）
大森　隆子（椙山女学園大学教育学
部教授） 12時間 平成 23年 7月 25日，平成 23年 8月 4日 120 人

平23-
81340-
00589号

福島県
郡山市

　幼稚園教諭を対象とし、教職についての省察
並びに子どもの変化についての理解、教育政策
の動向及び学校の内外における連携協力につい
ての理解、に関して今日求められている幼稚園
教育の課題をふまえて、幼稚園や教員が果たす
べき役割について考察する。

関　章信（福島めばえ幼稚園理事長・
園長、元福島大学講師、元福島学院
大学講師）
井上　孝之（岩手県立大学社会福祉
学部福祉臨床学科准教授）
高橋　昇（原釜幼稚園園長、近畿大学
豊岡短期大学通信教育部非常勤講師）
横山　文樹（昭和女子大学人間社会
学部初等教育学科教授）

12時間 平成 23年 7月 28日～平成 23年 7月 29日 40人
平23-
81340-
00591号

山形県
山形市

　本講習は幼稚園教諭を対象とし、「教職につい
ての省察」「子どもの変化についての理解」「教
育政策の動向についての理解」「学校の内外にお
ける連携協力についての理解」の 4つの事項に
ついて、教員に求められる最新の知識・技能の
修得と今日的な教育課題についての理解を深め
ることを目指す。

永盛　善博（東北文教大学短期大学
部講師）
片桐　道子（東北文教大学短期大学
部准教授）
三王堂　恵偉子（東北文教大学講師）
村上　智子（東北文教大学講師）
下村　一彦（東北文教大学講師）
水野　則子（東北文教大学短期大学
部教授）
畠山　孝男（山形大学教授）
今泉　岳雄（環太平洋大学准教授）
福田　真一（東北文教大学准教授）

12時間 平成 23年 7月 30日～平成 23年 7月 31日 40人
平23-
81340-
00587号

東京都
千代田区

　本講習は、「教職についての省察」「子どもの
変化についての理解」「教育政策の動向について
の理解」「学校の内外における連携協力について
の理解」の４つの事項について、教員に求めら
れる最新の知識・技能の修得と今日的な教育課
題についての理解を深めることを目指す。

田中　雅道（財団法人全日本私立幼
稚園幼児教育研究機構理事長）
安家　周一（大阪教育大学幼児教育
学特講１特別講義講師、財団法人全
日本私立幼稚園幼児教育研究機構、
学校法人あけぼの学園理事長）
東　重満（光塩学園女子短期大学非
常勤講師、札幌国際大学短期大学部
非常勤講師、藤女子大学非常勤講師、
財団法人全日本私立幼稚園幼児教育
研究機構研究研修委員長）
安達　譲（学校法人ひじり学園せん
りひじり幼稚園園長、 財団法人全日本
私立幼稚園幼児教育研究機構研究研
修委員会協力委員）

12時間 平成 23年 8月 6日～平成 23年 8月 7日 200 人
平23-
81340-
00592号

山口県
山口市

　本講習は①幼稚園を取り巻く最近の社会情勢
を踏まえた幼稚園教育の在り方②子どもの変化
についての理解③幼稚園の内外における連携協
力などを中心に講義等を行います。

秋田　喜代美（東京大学大学院教育
学研究科教授）
服部　幸應（広島大学医学部医学科
客員教授、学校法人服部学園理事長
医学博士）
中川　伸子（岩国短期大学幼児教育
科教授）
伊藤　一統（宇部フロンティア大学
短期大学部保育学科教授）
杉山　直子（梅光学院大学子ども学
部准教授）

12時間 平成 23年 8月 23日～平成 23年 8月 24日 150 人
平23-
81340-
00590号

石川県
金沢市

　「教職についての省察」「子どもの変化につい
ての理解」「教育政策の動向についての理解」「幼
稚園内外における連携協力についての理解」の
４つの事項について、教員に求められている最
新の知識・技能の修得と今日的な教育課題につ
いての理解を深めることを目指す。

田中　雅道（財団法人全日本私立幼
稚園幼児教育研究機構理事長）
東　重満（札幌：学校法人東学園美
晴幼稚園長、財団法人全日本私立幼
稚園幼児教育研究機構研究研修委員
長、札幌国際大学短期大学部幼児教
育保育科非常勤講師）

12時間 平成 23年 8月 25日～平成 23年 8月 26日 50人
平23-
81340-
00588号
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●選択領域「教科指導、生徒指導その他教育の充実に関する事項」に関する免許状更新講習
講習の
開催地 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定

番号

京都府
京都市

　幼児をとりまく環境及び発達障害等の事例からその
対応と理解を深める。①幼児教育相談で留意すべき事
項を聞き②児童虐待の事例から「子どもを守るために
何をなすべきか」を聞き、幼児教育の現場で注意すべ
きことを学ぶ③馬見塚珠生講師から今日的な子ども親
の課題、幼児期の親子への具体的な支援のあり方を学
び学ぶ④千原雅代講師から幼児期における自己肯定感
の確立の大切さを学ぶ。

田中　雅道（財団法人全日本私立
幼稚園幼児教育研究機構理事長）
松村　淳子（京都府家庭支援総合
センター所長）
馬見塚　珠生（大手前大学非常勤
講師）
千原　雅代（天理大学大学院臨床
人間学研究科教授）

6時間 平成23年5月30日，
平成 23年 6月 17日 80人

平23-
81340-
55513号

神奈川県
横浜市

　保育記録は、幼児の実態や保育者の疑問や感動の記
録であると同時に、見返すことで明日の保育へのヒン
トとなり、同僚と共有され、職員会議や園内研修でも
っとも身近な題材となるものであることが望ましい。
そこでこの講習では、受講者が保育記録に新たな視点
を発見し、かつ幼児理解を同僚とともにより深めてい
くための手段となる記録のあり方を学ぶ。

佐藤　康富（鎌倉女子大学短期大
学部准教授）

6時間 平成 23年 6月 2日，
平成 23年 6月 30日 10人

平23-
81340-
55512号

京都府
京都市

　①幼児の児童相談所に寄せられる様々な相談、扱っ
ている実態を聞き併せて発達障害を理解する場とする
②ワークショップ形式により仲間づくりを学ぶことに
より１対１の関わりから多数の人との関わりへと輪を
広げていく経験をすることで、人と人との関わりの大
変さと大切さを改めて認識する貴重な体験を得、今後
の現場での応用に繋げていく。

壁　久美子（京都市児童相談所支
援課総括主任）
秦　賢志（浜幼稚園副理事長）

6時間 平成 23年 7月 2日 80人
平23-
81340-
55507号

宮崎県
宮崎市

　「望ましい教師像」についての研鑽を深めるため、現
場サイドにも秀でた安達先生に「教員の職務と研修・
マネージメントへの理解」について講義いただく。ま
た、「子どもの人権」分野から、幼児の健康管理として
生きる力の基本である「食育」について専門的な立場
から、田上先生に講義いただく。

安達　譲（せんりひじり幼稚園理
事長・園長）

田上　敬子（南九州大学健康栄養
学部・ 教授）

6時間 平成 23年 7月 22日 30人
平23-
81340-
55509号

千葉県
千葉市

　本講習は、国公私立の区別なく、幼稚園教育に携わ
る教諭の多様なニーズに応じた講習、幼稚園教育にお
ける専門的な知識や技能の習得、幼稚園教諭としての
資質向上のための意識ある講座とするため①現場に生
かす幼稚園教育要領について②理想の教育課程作成に
ついてなどを中心に講義等を行います。

北原　照久（株式会社トーイズ代
表取締役、横浜ブリキのおもちゃ
博物館館長）
太田　光洋（和洋女子大学教授）
塚本　美知子（聖徳大学教授）
大澤　力（東京家政大学准教授）
岸井　慶子（鎌倉女子大学短期大
学部教授）
前田　泰弘（和洋女子大学准教授）
原坂　一郎（KANSAI 子ども研究
所、関西国際大学非常勤講師）
藤田　浩子（幼児教育者）
鈴木　隆司（千葉大学教育学部教
授）

6時間 平成 23年 7月 26日 100人
平23-
81340-
55510号

山形県
山形市

　本講習は、幼稚園教諭を対象とした講習で、幼児期
の発達特性への理解と保育のあり方について深めるこ
とを目的とする。

東　重満（美晴幼稚園園長、光塩
学園女子短期大学非常勤講師、札
幌国際大学短期大学部非常勤講
師、藤女子大学非常勤講師）

6時間 平成 23年 7月 27日 30人
平23-
81340-
55491号

栃木県
宇都宮市

　①保育基本用語の実践的理解とその活用…「領域」「自
由保育」「環境構成」「共感的理解」など、わかっている
はずの保育用語をもう一度整理しなおし、実践の中で
生かす②行事の保育内容化を図る…幼稚園の行事とは
いったいどういう意味があるのか。子どもの立場に立
った行事にするためには日常の保育はどうしたらいい
のか。行事のやり方が変えられないその理由はなにか。
絶対に行う園行事に視点を当て、保育のあり方を考え
直す③保育者の仕事の内容…自己チェックとは何か。

小林　研介（呑竜幼稚園園長、足
利短期大学非常勤講師、佐野短期
大学非常勤講師）

6時間 平成 23年 7月 27日 30人
平23-
81340-
55511号

群馬県
渋川市

　幼児理解を深めるために、目に見えにくい子どもの
｢心の部分｣ と ｢発達の特性｣ を基軸に、キャリアに
見合った保育の見直しを図る。理論に裏づけられた実
践の重要性と、教師の様々な役割を再認識し、幼稚園
教諭としての質を高めていく講座としたい。

柳　晋（育英短期大学教授）
小和瀬　たかみ（高崎健康福祉大
学短期大学部教授） 
金子　仁（育英短期大学准教授）

6時間 平成23年 7月 28日～
平成 23年 7月 29日 30人

平23-
81340-
55492号

神奈川県
相模原市

　保育の質の向上のための方策について、具体的な事
例など基にしながら学んでいく。また、教育者に求め
られる資質・能力について、保育の現場における新人
教諭育成のあり方などを取り上げながら、保育の質の
向上と関連させて考えていく。

池田　仁人（相模女子大学学芸学
部准教授）
齋藤　正典（相模女子大学学芸学
部准教授）

6時間 平成 23年 7月 28日 50人
平23-
81340-
55494号

神奈川県
相模原市

　保育の質の向上のための方策について、具体的な事
例など基にしながら学んでいく。特に、特別な支援を
要する子がいるクラスでの保育など、テーマをより限
定した事例を通して自らの保育を省察し、新たな保育
のあり方を模索できるようにする。

宇田川　久美子（相模女子大学学
芸学部専任講師）
河尾　豊司（相模女子大学学芸学
部准教授）

6時間 平成 23年 7月 29日 50人
平23-
81340-
55495号

宮城県
仙台市

　幼児教育の思想と歴史 ①コメニウスの教育思想②ル
ソーの教育思想③フレーベルの教育思想④モンテッソ
ーリの教育思想、幼児の身体の発達と運動能力①幼児
期における運動能力の特徴②現代の子どもの身体及び
健康状態③幼児の運動遊びについて

石田　一彦（尚絅学院大学教授）
郷司　文男（宮城学院女子大学教
授） 6時間 平成 23年 7月 30日 50人

平23-
81340-
55489号

石川県
金沢市

　子どもの言語獲得過程を概観したうえで、幼稚園に
おける発達障害のある幼児の理解と支援について学ぶ
ことを目的とする①子どもの言語発達②発達障害の種
類と幼児期における行動特性（気づきと理解）③様々
な事例をとおして、幼児の行動の読み取りと保育者の
具体的支援の在り方④保護者支援と小学校へのつなぎ
⑤青年期の事例をとおして、幼児期におけるかかわり
の重要性、以上について講義する。

武居　渡（金沢大学准教授）　

6時間 平成 23年 7月 30日 50人
平23-
81340-
55498号
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宮城県
仙台市

　幼児と自然環境①幼児の野外遊び場としての「くさ
やぶ」の魅力とその環境要素②「くさやぶ」が育む可
能性と生命観③幼児が健全に育つための環境要因、幼
少期の音楽教育①子どもの感性の伸長や人間関係を深
める手段としての音楽的活動②歌唱方法③よく使われ
る楽器の演奏法④あそびと音楽⑤つくってあそぶ

山崎　裕（尚絅学院大学准教授）
大坪　豊（東北生活文化大学短期
大学部教授） 6時間 平成 23年 7月 31日 50人

平23-
81340-
55490号

石川県
金沢市

　幼稚園の内外における連携協力についての理解を深
めることを目指す。具体的な内容としては幼児期の子ど
もの育ちや幼児教育についての理解を保護者や地域と
共有することと、学校評価や園内研修を通した保育の
質の向上ならびに同僚性の醸成について具体的に学ぶ。

安達　譲（せんりひじり幼稚園園
長、財団法人全日本私立幼稚園幼
児教育研究機構研究研修委員会協
力委員、大阪薫英女子短期大学講
師）

6時間 平成 23年 8月 4日 50人
平23-
81340-
55499号

静岡県
静岡市

　近年の発達観の変化に伴い、社会・文化・他者との
関係の中で評価する視点を事例を通して学習し、自己
陶冶という教育の本質、陶冶財と教材の概念、陶冶財
の過程化（縄跳び、リズム、歌など）についても研究
を深める。また近代教育学における労作と食と知の学
習の連関、食育で考える視点、食をめぐる実践研究の
在り方についても学習する。

青木　久子（青木幼児教育研究所
所長）

6時間 平成 23年 8月 4日 70人
平23-
81340-
55501号

愛知県
名古屋市

　音楽と表現／幼児期に必要な子どもの育ちや学びに
ついて視野を広げ考える機会とする。主に音楽を通し
たさまざまな表現について、実技実習もまじえ理解を
深める。

藤本　逸子（豊橋創造大学短期大
学部幼児教育・保育科教授） 6時間 平成 23年 8月 8日 120人

平23-
81340-
55505号

石川県
金沢市

　３歳児の発達的特長や、満３歳児に成り立ての幼児
がその月齢によってどのように異なるのか、あるいは
その保育・教育はどのようなものが望ましいのかにつ
いて考察する。認定こども園の実践事例を紹介し、遊
びや生活における環境構成、援助・指導の方法を探る。
さらに、養護的側面、食事（おやつ）や休息など配慮
すべき事柄について学ぶ。

太田　雅子（聖隷クリストファー
大学こども教育福祉学科教授）

6時間 平成 23年 8月 9日 50人
平23-
81340-
55500号

静岡県
静岡市

　その時々で教員として必要な資質能力が保持される
よう、定期的に最新の知識技能を身に付けることで、
教員が自信と誇りを持って教壇に立ち社会の尊厳と信
頼を得ることを目指す。

柴崎　正行（大妻女子大学教授）
山田　辰美（富士常葉大学教授） 6時間 平成 23年 8月 9日 70人

平23-
81340-
55502号

愛知県
名古屋市

　幼児の生活習慣と幼児体育／近年、幼児の不規則な
生活習慣が心身の発育・発達に影響を与えることが懸
念され、子どもの体力・運動能力の低下の問題は、幼
児期からの取り組みが重要であると着目されてきてい
る。本講習では、幼児の生活習慣、体力・運動能力に
関わる現状と課題について理論的にアプローチしてい
く。また、幼児期に豊かな体力・運動能力をは育ませ
るための運動遊びを実技実習を通して探求していく。

花井　忠征（中部大学現代教育学
部教授）

6時間 平成 23年 8月 9日 120人
平23-
81340-
55503号

群馬県
渋川市

　幼保一体化案などに見られる保護者への支援におけ
る ｢保育サービスの充実」は本来 ｢保育の質的向上｣ を
意味するものである。昨今の子育て支援の現状を分析
し、親にも子どもにも有益性の高い保育を保障するた
めの手立てを探っていきたい。さらに、二つの視点、｢
幼稚園の保育実践｣ と家庭教育を実践する「親への様々
な支援」から、より専門性の高い実践的見地での ｢子
どもの見方｣ を考察し、キャリアアップをはかりたい。

柳　晋（育英短期大学教授）
竹内　幸男（高崎健康福祉大学短
期大学部教授）
金子　仁（育英短期大学准教授） 6時間 平成23年 8月 10日～

平成 23年 8月 11日 30人
平23-
81340-
55493号

神奈川県
横浜市

　保育をビデオで記録し共同省察しながら、幼児理解
を深め、自らの保育行為を振り返り、保育の専門的力
量を高めていこうとする保育カンファレンスをどのよ
うに行っていったらよいのかを事例を通して学ぶとと
もに、ビデオ記録の限界や功罪について理解を深める。
それらの写真やビデオを利用して、「子どもの世界」を
理解することを探っていきたいと思います。

岸井　慶子（鎌倉女子大学短期大
学部教授）

6時間 平成 23年 8月 18日 50人
平23-
81340-
55497号

愛知県
名古屋市

　特別支援教育についての理解を深める／この講習で
は、障がい児を含めた保育について、障がいの特性の
理解、保育上の留意すべき点、保護者への対応、専門
機関との連携、小学校との連携、特別支援教育の理解
などを中心に学んでいく。

川瀬　正裕（金城学院大学人間科
学部教授）

6時間 平成 23年 8月 22日 120人
平23-
81340-
55504号

京都府
京都市

　①さまざまな観点からの子育て支援を聞き、幼稚園
が地域や家庭に果たす役割を学び②初心に戻って保育
の原点をもう一度考え、整理することにより自分自身
の保育感を振り返る機会とする。最後に田中講師から
この講習で学んだことを受講者それぞれがどのように
保育の現場に生かしていくか、投げかけをする。

大豆生田　啓友（玉川大学教育学
部乳幼児発達学科准教授）
河嶋　喜矩子（聖母女学院短期大
学嘱託教授）
田中　雅道（財団法人全日本私立
幼稚園幼児教育研究機構理事長）

6時間 平成 23年 9月 26日 80人
平23-
81340-
55508号

神奈川県
横浜市

　保育記録は、幼児の実態や保育者の疑問や感動の記
録であると同時に、見返すことで明日の保育へのヒン
トとなり、同僚と共有され、職員会議や園内研修でも
っとも身近な題材となるものであることが望ましい。
そこでこの講習では、受講者が保育記録に新たな視点
を発見し、かつ幼児理解を同僚とともにより深めてい
くための手段となる記録のあり方を学ぶ。

佐藤　康富（鎌倉女子大学短期大
学部准教授）

6時間 平成 23年 11月 10日
平成 23年 12月 1日 10人

平23-
81340-
55496号

京都府
京都市

　①さまざまな観点からの子育て支援を聞き、幼稚園
が地域や家庭に果たす役割を学び②初心に戻って保育
の原点をもう一度考え、整理することにより自分自身
の保育感を振り返る機会とする。最後に田中講師から
この講習で学んだことを受講者それぞれがどのように
保育の現場に生かしていくか、投げかけをする。

大豆生田　啓友（玉川大学教育学
部乳幼児発達学科准教授）
河嶋　喜矩子（聖母女学院短期大
学嘱託教授）
田中　雅道（財団法人全日本私立
幼稚園幼児教育研究機構理事長）

6時間 平成 23年 12月 8日 80人
平23-
81340-
55514号


